
寒い冬。
外から帰ってきてあたたかいストーブの前であたたかいカフェオレを飲む。
カフェオレボウルを包み込んだ手のひらと身体がじんわり温かくなり、

それはほっこりとした至福のひとときです。

お茶の時間って、飲み物を飲んで渇いたのどを潤すこととはちがう、
何か特別なものがそこにはあると思います。

疲れていてもどんなに忙しくても、お気に入りのカップでお茶を飲むと、
心も身体も不思議と癒されるのです。

最初の一口を飲んだあとの「はぁ～」という
あの何とも言えないホッとした気持ちは、

まるで私だけ時が止まったような気分にさせてくれます。

熱いお茶にふうふうと息をふきかけて一口飲むと、
新しい空気を取り込むと共にあたたかさが身体に染み渡ります。

そしてそのあとのはぁーっと息を吐く空気の流れは、なんだか深呼吸みたい。

そしてお茶とカップの最強タッグ！

黒い釉薬の渋い茶碗で緑が鮮やかな抹茶
ポップなかわいいカップでハーブティー
粉引のコーヒーカップで挽きたてコーヒー
真っ白なマグカップでホットチョコレート

そして、お気に入りの作家さんのカップでいただく美味しい緑茶

カップたちも喜んでる♪
口当たりも味も変わるし毎日選ぶのがとっても楽しみ！

心静かに自分の精神と向き合えたり、
疲れているときに誰かに淹れてもらったお茶を飲んで元気が出たり、
仕事が忙しくても、合間にちょっとティータイムを入れるだけで

仕事の効率も上がる魔法の時間！

ほっこりあたたまりたい時、リラックスしたい時、何か落ち着かない時…。
利休の茶室がすぐそこにあるわけじゃないけど、

ちょっとお茶の時間と自分の空間を作って
心静かに自分と向き合ってみるのもいいかもしれません。

これからますます寒い季節。お気に入りのカップを手にとって、
好きな飲み物を注いでみてはいかがですか。

【hisako】

急いでいる朝も、熱いお茶を一口飲むと、お茶が喉を通り

胃をじんわりと温め、いっとき時間の流れをゆっくりと感じ

られます。お茶を飲んだときのあのほっとする瞬間を、皆

さまも感じられたことがあるのではないでしょうか？

今号では小幡さんにお茶の楽しみ方を教えて頂きました。

毎日過ごすお茶の時間。ぜひ、お気に入りの急須や湯のみで

ホッと心休まるひとときをお過ごし下さい。

１. 茶葉を急須にいれる。
２. お湯を湯のみにつぎ、続いて湯冷ましにつぎ、
　 大体 70～75 度に冷ます。
３. 湯冷ましのお湯をゆっくりと急須にそそぐ
４. 約 1分待つ。
５. お茶の濃さが均等になるよう、人数分の湯のみに
    均等に少しずつつぐ。（まわしつぎ）
６. 最後の一滴まで出し切ることで味が締まる。

小幡 　一樹さん

日本茶インストラクター

寒い季節。温かいお茶が美味しいですね。毎日飲むお茶だから、さらに美味しくお茶の時間を
楽しみたい‥‥。そんな思いを胸に、今号は宇都宮を中心に活躍中の日本茶インストラクター、
小幡一樹さんにお茶について伺いました！

おばた　かずき

ポイント３
最後の一滴にお茶の
旨味が凝縮されています

茶葉の分量：２００ml のお湯に対して５～６g
煎茶のいれ方

茶葉は２００ml に対して１０g。煎茶の約２倍。
熱湯を急須にそそぎ、20～30 秒待つ。
あとは煎茶と同じ手順。ポイントは熱湯！
熱湯をそそぐことによって、香ばしい香りが立ち上る。

ポイント２
急須にお湯をついだあとも
焦らずまったり

●一度沸騰させたお湯を使うこと

●まわしつぎとは、1→2→3 とついだら 3→2→1 とつぐ方法

●大体三煎目まで楽しめる

●一煎目をいれた後は、急須のおしりをポンと軽くたたき、そそぎ口の

　方に偏っていた茶葉をほぐし蓋を少しずらして茶葉が蒸れるのを防ぐ

　「初めは計りを使って茶葉の量をしっかり計ると、普段使って
いる茶さじやスプーンはどれくらいの量がすくえるのか分かるの
で良いですよ。また、急須にお茶を入れて待つ時間は、デジタル
時計ではなく砂時計を使っています。数字ではなく、時間の流れ
を体感出来るのでお勧めです。お茶を淹れるときは、急いでいて
も丁寧に淹れることを心掛けています。春は新茶、夏は冷茶、冬
はほうじ茶など季節に合った楽しみ方があることも、お茶の魅力
の一つです。」

茶葉の保存の仕方

茶葉は酸素と湿度と温度、光に弱いので、お茶缶に入れた茶葉は大体１０日で飲みきり、

残りの茶葉はしっかりと密封し、冷暗所に置いておく。

冬におすすめ！ほうじ茶、番茶のいれ方は・・・

秋田県出身、栃木県宇都宮市在住。益子町や笠間市、
宇都宮市を中心に関東でお茶の講習会やイベントを
開くことで日本茶の魅力を伝えている。

小幡さ
んに

教えて
頂きま

した ポイント１
急須の中の茶葉があまり
動かないようにゆっくりと
そそいでください

～お茶タイムアイテムのご紹介～特集 お茶の時間

　急須　　 

　湯のみ　湯のみの縁が外向きに開いているものの方が、
　　　　　　　 よりお茶の香りが外へ広がるのでおすすめ。

　　　　　　   白い湯のみは、お茶の色が分かりやすいので

               見た目にもお茶を楽しめる。そばちょこを湯

　　　　　　　　のみとして使用しても良いそう。

　　　　　　　 お気に入りの湯のみでお茶を楽しもう！

湯冷まし

茶さじ

普段使っている茶さじが何 g

すくえるのか計ってみるとよい。

茶葉によっても重さが変わる。

使いやすいものを。

　

一分計の砂時計

『お茶の時間ってデジタルじゃ

ないと思います』という小幡

さんの言葉が印象的。砂時計

でときを感じてみては？

お気に入りの急須や湯のみで、さらにお茶の時間をほっと心休まる時間に♪
お茶タイムに使うアイテムについてもお聞きしてきました。

煎茶は底が平らで広いものが良い。

ほうじ茶・番茶などは葉が大きいため、大きめ

の急須（または土瓶）を使う。

一度に５～6人のお茶をいれるときは、初めに

ピッチャーについでから注ぎ分けると味が均

一になる。茶こしは、かご網のものより、急須

の中の注ぎ口に取り付けられているものの方が

より茶葉にお湯が行きわたるので望ましい。

低温でじっくりとうまみを引き出すタイプの

煎茶には、湯冷ましを使うとよい。

湯冷ましはピッチャーの代わりにもなるので、

大人数にいれる場合に便利。


